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CPB 中の主要イベント 3 ポイントにおける推定粘度と振動式粘度計で測定した実測粘度の正確度の調査を行
っている．さらに別の 10 例の臨床症例に適用して，取得された連続的な推定血液粘度データからアルゴリズ
ムのロバスト性の改善について報告している．ヒト血から導出したパラメータから算出される推定粘度と実測
粘度との間には，強い相関（R2=0.954, p<0.001）と高い正確度（平均 bias; -0.002 mPas，標準偏差; 0.03 mPas）
を認めている． 
第 5章では，総括および今後の研究への発展を述べている． 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるものと認められる． 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
